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日  時   令和 2年 12 月 16 日（水） ６校時（15：00～15：50） 

場  所   １年 A 組教室 

学年・組   第１学年Ａ組（男子 16名，女子 12 名，計 28 名） 

 

 

単元について 
 

 本単元は，学習指導要領における「（３）言語活動及び言語の働きに関する事項」の 「イ聞くこと」の「（エ）

友達や家族,学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関する会話や説明などを聞いて,概要や要点を把

握する活動。また,その内容を英語で説明する活動」と「エ話すこと［やり取り］」の「（ア）関心のある事

柄について,相手からの質問に対し,その場で適切に応答したり,関連する質問をしたりして,互いに会話を継

続する活動」と「カ書くこと」の「（ウ）日常的な話題について,簡単な語句や文を用いて,出来事などを説明

するまとまりのある文章を書く活動」を組み合わせて行うことができるように設定されたものである。これま

でに学習した疑問文とその応答文を活用することで,相手から多くの情報が得られること,またインタビュー

で得られた情報を書いて他者に伝えることで，生徒が苦手とする書く活動につなげることができる単元であ

る。 

 

本学級の生徒は，授業規律が確立されており，落ち着いて授業に取り組んでいる。グループ活動よりペア活

動を取り入れることが多く，ペアで単語や基本文の読み合い，本文の内容理解，本文の音読テスト，インタビ

ューなどの活動を行っている。ペア活動はおおむねよく行っているが，英語を苦手とする生徒同士のペアでは

活動が止まってしまうことが多く，意図的ペアを作る必要があると感じている。 

また，７月に実施した授業アンケートの結果を見ると，「授業では，解決しようとする課題について，『な

ぜだろう』，『やってみたい』と思います」の項目で肯定的回答した生徒は全体の 95％を超えていて，意欲的

に授業に取り組む生徒が多い。しかし，「授業では，課題を解決するために情報を集め，それを比べたり（比

較），仲間分けしたり（分類），関係を見付けたり（関係付け）して考えています」 

「授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かりやすく伝わるように発表をしています」の項目で肯

定的回答をした生徒は全体の半数程度，また「授業では，わからないことや疑問に思ったことをグループ内で聴き合

うことで，考えを深めています」では肯定的回答をした生徒はほとんどいなかった。授業の大半をインプットの活動に

費やし，アウトプットの活動をほとんど行っていないことがこの結果に結びついていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

生徒観 
 

 第１学年 神石高原町立三和中学校 指導者  坂本 恭子 

   

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  「主体性」「協働的課題解決力」「振り返り力(メタ認知力)」 

 Project ２ 
友達にインタビューをしよう 
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指導観 
 

 

【本校の育成しようとする資質・能力】 

 ○主体性（自ら課題を見いだす力） 

○協働的課題解決力（協力しながら課題を解決する力） 

○振り返り力（メタ認知力） 

 前述の通り，アウトプットの活動をどう授業の中に取り入れていくかが課題である。そのため指導にあたっては，

以下の工夫を行う。 

（１）主体性を高めるための指導の工夫 

   ・この単元では，今までの既習表現を使って話す・書くの活動を中心に行うことを伝え，パフォーマンス 

課題を提示して表現することへの意欲付けを行い，見通しを持って取り組ませる。 

   ・マッピングシートを活用して相手に聞きたいことを系統立てて考えさせる。 

（２）協働的課題解決力を高めるための指導の工夫 

   ・ペアでのインタビュー活動とその活動を聞いて記録，付け加えを行うもう一つのペアの動きを組み合 

わせ，客観的な意見を取り入れながら，情報を分類したり関係付けたりしやすくする。 

     ・インタビューが行き詰まったときは，もう一つのペアに聴きながら会話を続けられるようにする。 

 

 

単元の目標と評価規準 
 

 

＜単元の目標＞ 

・読み手が興味を持てるような工夫をしている。 
・既習の文法事項を用いて，相手に正しく伝わるように話すことができる。 
・課題解決に必要な情報を取捨選択し，既習の文法事項を用いて，相手に正しく伝わるように書くことが 
 できる。 
・紹介文を聞いたり読んだりして，情報を正しく理解することができる 

＜評価規準＞ 

ア コミュニケーション

への関心・意欲・態度 
イ 外国語表現の能力 ウ 外国語理解の能力 エ 言語や文化について

の知識・理解 

・読み手が興味を持って読

む紹介文はどんなものか

について積極的に考え，

意見を述べている。 

 

・１つの話題について質問

をつないで情報を聞き出す

ことができる。 

・ペアを紹介する文をつな

がりを意識して６文以上で

書くことができる。 

・一般動詞やbe動詞を用

いて相手が尋ねたり答

えたりした内容を聞い

て意味を把握するこ

とができる。 
・紹介文を読んで正し

く理解することがで

きる 

・一般動詞や be 動詞の

現在形の文を理解する

ことができている。 
・読み手が興味を持つ紹

介文はどんな特徴があ

るかを理解し，そのた

めの情報収集の方法が

分かる。 
 
 
 
 
 
 



- 3 - 

 

 
 

指導と評価の計画 
 

○本単元で身に付けさせたい資質・能力と評価規準 

 

〔 Ｉ
Ｃ Ｅ
モ デ
ル〕  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
（ 全

３ 時

間） 

次 学習活動 
観点 生徒の思考の流れ 評   価 

関 表 理 知  ◇評価規準 ★資質・能力(評価方法） 

１ 本時の目標：パフォーマンス課題を知り，解決するための手段や方法について教科書のモデル文

から考えることができる。 

〇パフォーマンス課題の確認をする。 
・これから何に取り組むかを話す。 
○読み手の興味をひく紹介文はどんな

ものかグループで意見を出す。 
・教科書の久美とラージのインタビュー 
を聞いて，インタビューの仕方を知り， 
得た情報のまとめ方を考える。 

○ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

・どんな情報なら読み手が興
味を持って読むだろうか。 

・どんなまとめ方をすれば理解
しやすい文になるだろうか。 

・WhatやHow manyなどの
疑問詞で始まる疑問文でよ
り具体的に尋ねているな。 

◇どんな内容にしたら読み手が興味を持
つかを積極的に考えて意見を述べてい
る。（行動観察） 

 
◇相手が興味を持って読む情報はより具
体的な内容が含まれていることに気付
き，それをたずねる疑問詞で始まる疑
問文をいくつか挙げることができる。 

資質・能力 
主体性 

（自ら課題を見いだす力） 

協働的課題解決力 

(協力しながら課題を解決する力) 

振り返り力 

(メタ認知力) 

Ｉ 

(基礎的知識) 

【課題発見と解決方策】 
 

○読み手が興味を持ち，理

解しやすい内容の紹介文

を書くにはどんな質問をし

て情報を集めたらいいか，

既習の表現から選択して

いる。 

〇情報をもとに読み手が興

味を持ち，理解しやすい内

容の紹介文を書くために

既習の表現を選択してい

る。 

【思考力・判断力・表現力等】 
 

○読み手が興味を持ち，理

解しやすい内容の紹介文

を書くには他にどんな質問

をしたらいいか，もう一つ

のペアの考えを参考にして

考えている。 

〇情報をもとに読み手が興

味を持ち，理解しやすい内

容の紹介文を書くために

他の人がどんな表現や接

続詞を使っているかを参

考にして，自分なりに工夫

して書いている。 

【知識・技能の理解】 
 

○読み手が興味を持ち，理解

しやすい内容の文を書くた

めの情報収集の表現やま

とめ方の表現が理解でき

ていると実感している。 

Ｃ 

（つながり） 

【考える・議論する】 
 

○他にどんな質問やまとめ方

をすれば読み手が興味を

持ち，理解しやすい内容の

紹介文になるか他者の意

見を聴き，議論している。 

【多面的・多角的】 
 

○聴き合い協働しながらさら

に読み手が興味を持ち，理

解しやすい紹介文を書くた

めに，質問を出し合ったり，

接続詞を工夫したりしてい

る。 

【他とのつながりを理解】 
 

○読み手が興味を持ち，理

解しやすい内容にする方

法は他にもあることを実感

している。 

 

Ｅ 

（応用） 

 

【学びに向かう力】 
 

○読み手が興味を持ち，理

解しやすい表現とは何か

を意識して生活しようとし

ている。 

【未知の状況への対応】 
 

○相手に何かを伝える時，ど

んなことに注意すれば相手

が興味を持ち，理解しやす

くなるかを，他の人のスピ

ーチやプレゼンを参考して

考えることができる。 

【学びを生かそうとする力】 
 

○読み手や聞き手が興味を

持ち，理解しやすい内容に

するにはどうすればいいか

を日常生活の中で常に考

えることは大切だと実感し

ている。 

 

【考え・基礎知識】 
 相手が興味を持ち，理解しや

すい文にするには，同じ話題で分

類したり，接続詞を使って関連付

けたり，例を挙げて根拠を明らか

にしたりするといいことを理解

している。 

【応用・ひろがり】 
 実際にいろんな場面でプレゼン

をするときに，必要な情報を取捨

選択したり，情報をまとめる際に比

較，分類，関連付けを行って聞き

手が興味を持ち，納得する説明が

できる。 

課題の設定 

【つながり】 
 同じ話題でより具体的な情報を

集めるために，Yes No で答えられる

質問から What , When, Where など

の疑問詞ではじまる疑問文を使って

いる。相手に説明するときは，接続

詞は and だけでなく but や so，for 
exampleなど前後の文を関連づける

接続詞を使って書いている。 
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  （行動観察，ワークシート） 
 
★既習の文法事項を振り返り，応用して
いくつかの疑問文を考えつくことがで
きる。（行動観察，ワークシート） 

 【主体性】 

（単元を貫く課題） 
読み手が興味を持って読み，理解しやすい英文を書くにはどんなことに気をつけたらいいかを考え，６文の英文で書くことができる
。 

２ 

本 

時 

本時の目標：読み手が興味を持って読める６文以上の紹介文を書くための情報をインタビューを
通して収集できる。 

○質問する表現を話題別にまとめたイ
ンプットのプリントを使って音読
練習する。 

○インプットの中で自分が使いたい表
現はどれだろうか。 

 一部を変えたら使える表現はないだ
ろうか。 

○ペアの相手にインタビュー 
 ・もう一つのペアはそのインタビ 

ューを聞きながらアドバイス 
をしたり付け加えの質問をす 
る。 

 ・インタビューをしながら質問し 
てわかったことをマッピングシ 
ートに記録する。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

○ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・野球が好きなことはみん
な知っているから野球に関
することでみんなが知らな
いことって何だろう。それ
とも野球以外で好きなもの
が何か知りたいな。 
・インプットのプリントの
どの表現が使えるかな。 
・この話題をもっと続ける
にはどんな質問ができるだ
ろうか。 
 

 
 
◇１つの話題について複数の情報が得られ
るように，また６文以上の紹介文が書け
る情報が得られるようにペアの相手に英
語で質問している。（行動観察，ワーク
シート） 

★わからないところはもう一つのペアに
聞きながら，インタビューを英語で続
けて，１つの話題について複数の情報
を得ている。 

        【協働的課題解決力】 
◇インタビューの内容を聞いて意味

を把握することができる。 
 （行動観察，ワークシート） 

３ 本時の目標：読み手が興味を持って読み，理解しやすい英文を書くにはどんなことに気をつけたらいい

かを考え，６文の英文で書くことができる。 

 
 
・単元を貫く課題を解決する。 
○得た情報を取捨選択する。 
○話題ごとに分類する。 
○文と文を関連づけながら６文以上の
紹介文を書く。 
○もう一つのペアからアドバイスをも
らう。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

・どの情報について書こうか
な。 
・話題ごとに分類したが，どの
順番で書いたらいいかな。 
・既習の表現のどれを使った
らいいかな。 
・接続詞をどこにいれたら文
と文を自然な形で関連づけら
れるかな。 

 
◇得た情報を話題ごとに分類し，文と文を
関連づけながら，６文以上の英文で紹介
文が書けている。  （ワークシート） 

★他の人の紹介文のいいところを見つけ
たり，もう一つのペアのアドバイスを
参考にして，自分の紹介文を改善して
いる。 

        【協働的課題解決力】 

 

 

 

 

 

 

  

パフォーマンス課題 

 
育てたい資質・能力 主体性，課題解決力（探究力），振り返り力（メタ認知力） 

教科の評価規準   ・読み手が興味を持つ情報を集め，６文以上の英文で読み手が理解しやす

い内容の紹介文が書ける。 
 

パフォーマンス課題のシナリオ 
  
 

情報の収集 

パフォーマンス課題 

まとめ・創造・表現 

学級新聞に１Aの生徒全員の紹介文を英語でのせようと思います。できるだけみんなが

知らない内容を相手から聞き出し，「へえ～，そうなんだ！」と読者に言わせる記事を書い

てください。 

条件 

・全員が１Aの生徒 1人を担当し，６文以上の英語で説明する。 



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
予備的ルーブリック   

尺度(レベル) 記述語(パフォーマンスの特徴) 
３ 

理想的 
話題ごとに具体的な情報を入れ,つながりを考えながら６文以上の文でまとめられてい
て，接続詞が2回以上使われている。 

２ 
合格 

６文で書けていて,1つの話題につき2文は書けている。接続詞が1回使われている。 

１ 
乗り越えさせたい実態 

６文書けていない。1文ごとに話題が変わっている。 
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本時の学習 

 
 
（１）本時の目標 
   読み手が興味を持って読める６文以上の紹介文を書くための情報をインタビューを通して収集するこ 

とができる。 
（２）本時の評価規準 
   １つの話題について質問をつないで情報を引き出すことができる。【外国語表現の能力】 
（３）準備物 
   インプットシート，マッピングシート，電子黒板，PC，辞書 
（４）本時の展開 

学習活動 
「生徒の思考の流れ」 

指導上の留意事項（◇） 
◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て                 

評価規準（評価方法） 資質・能力（評価方法） 

１ ウォーミングアップ 〔５分〕 
 
○Greeting 
○前時の振り返りの紹介 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

２ 本時の課題を確認する。〔５分〕 

 
○課題を把握する。 
インタビューの悪い例を示

す。 

・インタビューをするとき

は,がんばって英語を使おう

。 

・つながりのある質問をす

るのがいいんだな。 

 
 
【本時の目標】 
○インプットのプリントで

例を示す。 

 ・なるほど，相づちを打

ったり，さらにくわしく聞

いたらいいんだな。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇学級新聞にするので，「へえ～
，そうなのかあ。」といえるよう
な新しい情報を入れるよう留意さ
せる。 
◇１つの話題について少なくとも
２文は書けるように，関連した内
容について質問するよう留意させ
る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ インタビューをして情報を集める。〔３５分〕 
 
○質問内容を考える。 
・インプットのプリント
のどの表現が使えるかな
。 
・この話題をもっと続け
るにはどんな質問ができ
るだろうか。 
・この質問に対して相手
がYesと答えたら，次に
何て聞こうかな。 
・Noと答えたら，新たに
どんな質問をしようかな
。 

 
◇話題を３つまでにしぼらせる。 
◇インプットの質問例を参考にさせ

る。 
◇相手の返事を予測して次の質問を

考えさせる。 
◆机間指導をして個別に声をかける

。 
 ・どんな質問をするか決めれない

生徒には，インプットの例文を
いくつか示す。 

 ・どんな質問をしたいか日本語で
聞いて，英語にする手助けをす

 
 
 
１つの話題につい
て２つ以上の質問
が考えられている
。 
【外国語表現の能
力】 
 
 
 

 

 

インプットの質問例

を参考してどんな質

問をするか決めてい

る。（行動観察，ワ

ークシート）【主体

性】 

 

紹介文(６文)を書くために，日本語を使わずつながりを意識してインタビューをすることができる。 
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・野球が好きなことはみ
んな知っているから野球
に関することでみんなが
知らないことって何だろ
う。それとも野球以外で
好きなものが何か知りた
いな。 
○インタビューをしてわ
かったことをメモする
。 
 

る。 
 
 
 
 
 
◇４人グループで片方のペアが会話
しているときはもう片方のペアはその
会話をきいてマッピングシートにメモ
をする。 
◇会話を聞いて記録しているペアが
アドバイスや質問をしてもいい。 
◆質問に行き詰まったらもう一つのペ
アにアドバイスを求める。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
ペアの相手に質問
して１つの話題に
ついて複数の情報
が得られていて，
なおかつ６文書け
る情報が得られて
いる。（マッピン
グシート） 
【外国語表現の能
力】 
 
 
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
質問に行き詰まった
らもう一つのペアに
聴きながら必要な情
報を英語で聞いてい
る。（行動観察，マ
ッピングシート） 
【協働的課題解決力
】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 学習のまとめをする。〔５分〕 
 
○マッピングシートの情報
を参考にして，紹介文の書
き出しの１文を振り返りシ
ートに書く。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

５ 次時の予告をする。〔５分〕 

○振り返りを書く。 
 
○次時は今日のマッピン
グシートを見ながら紹
介文を書くことを知る
。 

◇疑問に思ったことがあれば記述

させる。 

 

  

  

 


